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第４章    第二次尾道市自殺対策推進計画
 

 

１ 尾道市の自殺対策が目指すもの 

自殺は、その多くが追い込まれた末の死です。社会が多様化する中で、地域生活の

現場で起きる問題は複雑化・複合化しています。自殺は、様々な悩みが原因で追い詰

められ自殺以外の選択肢が考えられない状態に陥ったり、社会とのつながりの減少や

役割喪失感から、また与えられた役割の大きさに対する過剰な負担感から、危機的な

状態にまで追い込まれてしまう結果と捉えることができます。自殺に追い込まれると

いう危機は「誰にでも起こり得る危機」です。自殺に至る背景には、精神保健上の問

題だけでなく、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤独・孤立等様々な社会

的要因があり、これらの要因が複雑に連鎖し起きていることが知られています。 

そのため、自殺対策は、保健、医療、福祉、教育、労働、その他の関連施策との有

機的な連携が図られ、「生きることの包括的な支援」として推進することが必要です。 

本市の自殺対策は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す

世界共通の目標であるＳＤＧｓの理念も踏まえ、「市民の誰もが支え合い、自殺に追い

込まれることのない社会」の実現を目指します。 

 

   自殺の危機要因イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：自殺実態白書 2013（NPO 法人ライフリンク）  
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２ 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）との関連 

平成27年（2015年）の国際連合において採択された「SDGs（Sustainable Development 

Goals（持続可能な開発目標））」は、すべての人々にとってよりよい社会の実現に向けた

令和12年（2030年）までの世界共通の目標です。SDGsには、「誰一人取り残さない」

持続可能な17の目標と169のターゲットが掲げられています。 

本計画においても、SDGsの目標達成に向け、具体的な取り組みを推進していきます。 

 

【ＳＤＧｓの17の目標】 

 

 

【本計画と特に関連がある目標】 

 

 
３ 「すべての人に健康と福祉を」 
あらゆる年齢のすべての人々の健康
的な生活を確保し、福祉を促進する 

 

 

 
１０ 「人や国の不平等をなくそう」 
各国内及び各国間の不平等を是正 
する 

 

 
１７ 「パートナーシップで目標を達成し

よう」 
持続可能な開発のための実施手段を
強化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する 
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３ 目指す姿 

本計画では、誰もが支え合い、自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指し、

みんなで生きることを支えるための取り組みを包括的に推進します。 

 

目指す姿 

 

 

 

 

 

 

４ 目標 

目標値は、現状値から 25％減少を目指します。 

 

 現状値 

令和 3 年（2021年） 

目標値 

令和 9 年（2027年） 

自殺死亡率の減少 

（人口 10 万人当たり） 
20.3 15.3 

人口に関する資料：人口動態統計（厚生労働省） 

＊現状値及び目標値については、直近 5 年間の平均値とする 

  

みんなで「生きる」を支えるまち“おのみち” 
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５ 基本施策 

基本施策１ 地域におけるネットワークの強化 

行政、医療機関、関係団体、民間団体、企業、市民等が相互に連携・協働する仕組

みを構築し、必要な人が早期に適切な支援を受けることができるようネットワー

クを強化します。 

 

① 地域におけるネットワークの強化 

② 児童・生徒の自殺対策を推進するための体制整備 

 

 

 

基本施策２ 自殺を防ぐサポーターとなる人材の育成 

さまざまな悩みや生活上の困難を抱える人に対して早期の「気づき」が重要です。

より多くの人が、「気づき」に対応できるよう人材育成を強化します。さらに、悩んで

いる人に声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る「ゲートキーパー」の

役割を担う人材の増加に努めます。 

 

① 行政職員・支援者等の人材育成 

② 学校教育・社会教育関係者の人材育成 

③ 市民及び関係団体の人材育成 

 

 

 

基本施策３ 市民・企業等への周知啓発の充実 

自殺の背景にある様々な要因には、過労、生活困窮、育児や介護疲れによるうつ状

態、いじめや孤立等があり、これらは誰もがなる可能性があると言われています。お

互いを思いやり、支えあう意識を醸成するとともに、困った時にすぐに相談ができる

よう、様々な機会において周知啓発活動を推進します。 

 

① リーフレット・啓発ポスター等の作成と周知 

② 市民・企業・民間団体等に向けた健康教育・講演会・イベント等の開催 

③ メディアや ICT を活用した啓発活動 
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基本施策４ 一人ひとりが安心して生きることへの支援 

自殺対策は「生きることへの阻害要因」を減らす取り組みに加えて、「生きることの

促進要因」を増やす取り組みを行うことです。このことを踏まえ、こころの健康を保

持するための支援、相談支援の実施、児童・生徒の SOS の出し方に関する教育・支

援の充実、居場所づくりの活動、自殺未遂者への支援、遺された人への支援、その他

安心して生きることへの支援に関する対策を推進します。 

 

① こころの健康を保持するための支援 

② 相談支援の実施 

③ 児童・生徒の SOS の出し方に関する教育・支援の充実 

④ 居場所づくりの活動 

⑤ 自殺未遂者への支援 

⑥ 遺された人への支援 

⑦ その他安心して生きることへの支援 

 

 

 

 

６ 重点施策 

基本施策ごとに掲げた方向性について、今後 6 年間でより重点的に取り組む事項と

して、重点施策を定めます。 

 

① 子ども・若者への支援 

② 働き世代への支援 

③ 高齢者への支援 

④ 生活困窮者への支援 
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７ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③ 

高
齢
者
へ
の
支
援 

④ 

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援 援 

 

② 

働
き
世
代
へ
の
支
援 

 

み
ん
な
で
「
生
き
る
」
を
支
え
る
ま
ち
“
お
の
み
ち 

” 

〔 目指す姿 〕 〔 基本施策 〕 〔 施策内容 〕 

３ 市民・企業等への 
周知啓発の充実 

２ 自殺を防ぐサポーターと
なる人材の育成 

① 地域におけるネットワークの強化 

② 児童・生徒の自殺対策を推進するための 
体制整備 

① 行政職員・支援者等の人材育成 

② 学校教育・社会教育関係者の人材育成 

１ 地域における 
ネットワークの強化 

〔 重点施策 〕 

② 市民・企業・民間団体等に向けた健康教育・
講演会・イベント等の開催 

① リーフレット・啓発ポスター等の作成と 
周知 

③ メディアや ICT を活用した啓発活動 

① 

子
ど
も･

若
者
へ
の
支
援 

 

① こころの健康を保持するための支援 

② 相談支援の実施 

③ 児童・生徒の SOS の出し方に関する教育・
支援の充実 

④ 居場所づくりの活動 
 
⑤ 自殺未遂者への支援 
 

⑦ その他安心して生きることへの支援 
 

⑥ 遺された人への支援 
 

③ 市民及び関係団体の人材育成 

４ 一人ひとりが安心して 
生きることへの支援 
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８ 評価指標 

本計画では、みんなで「生きる」を支えるまち“おのみち”の実現に向け、推進状況の

確認に活用するために、評価指標を設定します。 

 

 指 標 区 分 
現状値 

（令和4年度） 

目標値 

（令和11年度） 

自殺したいと思ったことが 

ある人の減少 
成人 18.2％ 12％ 

孤独であると感じたことが 

ある人の減少 
成人 32.3％ 30％ 

悩みがあるときに 

「一人で悩む」人の減少 
成人 16.3％ 8％ 

1人で悩まず家族や友達等 

に相談できる子どもの増加 
子ども 

小 6:87.0％ 

中 2:81.6％ 

小 6:90％ 

中 2:90％ 

相談窓口を 1つでも 

知っている人の増加 
成人 60.6％ 80％ 

生活困窮に関する相談窓口を 

知っている人の増加 

（生活困窮・生活保護に関する相談） 

成人 20.3％ 45％ 

自分のことが好きな人の増加 

子ども 
小 6:71.2％ 

中 2:65.5％ 

小 6:85％ 

中 2:70％ 

成人 77.4％ 80％ 

睡眠が十分とれている人の増加 成人 62.7％ 73％ 

こころの病気は誰もがなる 

可能性があると思う人の増加 

成人 

（20～50代） 
82.2％ 90％ 

高齢層 

（60～80代） 
62.0％ 70％ 
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９ 施策の展開 

（１）地域におけるネットワークの強化 

① 地域におけるネットワークの強化 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

尾道市自殺対策 

推進委員会 

関係機関・各種団体・行政関係者で構成する委

員会で、自殺に対する情報共有や意見交換・事

業の検討等を行い、自殺対策に係るネットワー

クの構築を行う。 

健康推進課 〇 〇 〇 〇 

尾道健康づくり 

推進会議 

市民の健康寿命の延伸を目的に、自殺対策推進

を含め、全庁的な総合戦略の協議及び推進を行

う。 

健康推進課 〇 〇 〇 〇 

地域医療連携 

ワーキング会議 

医療保健関係者等により、自殺予防対策におけ

る地域医療連携及び地域支援体制についての検

討を行う。 

尾三地域保健対策協議会 〇 〇 〇 〇 

地域ケア会議 

在宅医療 

介護連携推進事業 

各圏域で多職種連携ネットワーク会議等を開催

し、地域包括ケアシステムの深化と地域課題及

び目標の共通認識を図る。 

高齢者福祉課 

地域包括支援センター 
    〇   

生活支援体制整備

事業 

各地域においてネットワークづくり・社会資源

の創出を図る。 

高齢者福祉課 

地域包括支援センター 

社会福祉協議会 

    〇   

尾道市地域自立 

支援協議会 

相談支援機関や関係機関等との連携を深め、障

害のある人を支援するために、協議会の運営を

推進する。 

社会福祉課 〇 〇 〇 〇 

個別ケース会議 

支援が必要なケースに対し、本人・家族・地域

住民・多職種で、課題を共有し、課題解決に向

けて、支援の方向性の検討を行う。 

各関係機関 

関係団体 
〇 〇 〇 〇 

退院支援 

退院の際、在宅療養支援に困難がある場合、関

係機関等と連携し、支援を行うことを院内で共

有し、患者が安心し退院できるよう支援を行う。 

医療機関 〇 〇 〇 〇 

精神障害者の 

退院後支援 

どの地域が生活の場となっても、社会復帰の促

進及び自立と社会経済活動への参加の促進に必

要な支援を行う。 

東部保健所 〇 〇 〇 〇 
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【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

おのみち見守り訓練 

（徘徊模擬訓練） 

地域住民や地域にある社会資源を含めた認知症

の見守り体制の整備と認知症になっても生活し

やすい地域づくりを目指す。 

地域包括支援センター 

高齢者福祉課 

社会福祉協議会 

    〇  

ぽかぽか☀ 

コーディネーター

会議 

コーディネーターで子育てに関わる保護者や乳

幼児の課題を共有し、課題解決に向けての検討

を行う。 

子育て世代包括 

支援センター 

ぽかぽか☀ 

〇 〇    

尾道市子育て 

サロン関係者会議 

子育てサロン関係者に対し、母子保健事業の紹

介を行い、支援者と子育て中の保護者が様々な

悩みや不安に対して相談できる場等について情

報共有を行う。 

社会福祉協議会 〇 〇   

尾道子育て支援 

ネットワーク会議 

保護者の子育てを支援するため、支援団体や関

係機関等が連携し、現状や課題の共有及び子育

て支援に関する学習を行う。 

尾道子育て支援 

ネットワーク 

子育て支援課 

〇 〇   

生活困窮者支援 

調整会議 

生活困窮者を支援するため、関係機関等で連携

し、支援の内容について検討及び調整を行う。 

社会福祉課 

くらしサポート 

センター尾道 

     〇 

尾道市地域生活保護

受給者等就労自立 

促進事業協議会 

生活保護受給者、児童扶養手当受給者、居住確

保給付金受給者及び生活困窮者等に対する就労

支援を推進するために、支援策を実施する福祉

及び雇用関係機関が具体的な連携について協議

を行う。 

尾道公共職業安定所   〇   〇 

重層的支援体制 

整備事業 

（R6 年から） 

地域住民の複合化・複雑化した支援ニーズに対

応する包括的な支援体制を整備するため、対象

者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援

等、社会的孤立のない地域づくりに向けた支援

を一体的に行う。 

社会福祉課 

社会福祉協議会 
〇 〇 〇 〇 
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② 児童・生徒の自殺対策を推進するための体制整備 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

子どもの貧困対策 

ネットワークづくり 

支援が必要な子どもの情報共有を行う。また、

貧困対策事業の実施効果や必要な支援について

意見交換を行い、連携を図る。 

子育て支援課 ○ ○   ○ 

児童家庭支援 

センターまごころ

との定例会議 

ハイリスク妊産婦や乳幼児に関わる支援者及び

当事者で課題を共有し、解決に向けて支援の方

向性の検討を行う。 

子育て支援課 ○ ○     

要保護児童対策 

地域協議会 

虐待を受けている子どもを始めとする要保護児

童を早期発見し、適切な保護を図るため、関係

機関等が、要保護児童及びその保護者に関する

情報の交換や支援内容の協議を行うための協議

会を設置する。 

子育て支援課 

教育指導課 
〇 〇     

子ども家庭総合 

支援拠点 

子どもの健やかな成長をサポートするため、子

ども家庭支援員や家庭相談員等が相談を受け、

関係機関と連携し、必要な情報提供や支援を行

う。 

子育て支援課 〇 〇     

尾道市いじめ問題

対策連絡協議会・ 

尾道市いじめ防止

対策委員会 

いじめの問題の克服に向け、「尾道市いじめ防止

基本方針」に基づき、いじめの防止等に関係す

る機関及び団体との連携を図るため、尾道市い

じめ問題対策連絡協議会を設置する。また、い

じめの防止等のための対策を実行的に行うよう

にするため、教育委員会の附属機関として、尾

道市いじめ防止対策委員会を設置する。 

教育指導課 

各関係機関・関係団体 
〇 〇   

尾道市教育相談 

連絡協議会 

不登校児童生徒に係る支援や相談活動等の充実

を図るため、情報交換、連携、及び協議を行う

ための尾道市教育相談連絡協議会を設置する。 

教育指導課 〇 〇   
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（２）自殺を防ぐサポーターとなる人材の育成 

① 行政職員・支援者等の人材育成 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

支援関係者に対する

研修会 

ケアマネジャー・民生委員・保健推進員・病院

職員等、地域における支援者を対象に、精神保

健福祉制度や精神疾患、ひきこもり等について

の研修を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇   

行政職員に対する 

研修会 

市職員を対象にゲートキーパーの役割やメンタ

ルヘルスについての研修を行う。 

健康推進課 

職員課 
 〇     

地域医療連携研修会 

医療保健福祉関係者等を対象に、自殺予防対策

への意識や対応力の向上を図り、関係機関連携

を推進するための研修を行う。 

尾三地域保健対策協議会 〇 〇 〇 〇 

 

 

② 学校教育・社会教育関係者の人材育成 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

生徒指導主事研修会 

各小中学校の生徒指導主事を対象に、問題行動

に係る未然防止及び迅速かつ適切な対応の在り

方等、組織的な生徒指導体制の確立に向けた研

修を行う。 

教育指導課 〇 〇     

危機管理研修 

「自殺防止・対応」 

大学教職員を対象に、環境整備を含め、学生の

自殺予防についての危機管理研修を行う。 
尾道市立大学 〇 〇     

尾道市出前講座 

市民の要望に基づき、市の職員等が地域に出向

き、こころの健康づくり等に関する講座を開催

する。 

生涯学習課 〇 〇 〇  

「親の力」をまなびあう

学習プログラム講座 

子育ての悩み等について共有し、話し合う中で

出てくる自らの気付きを大切にするグループワ

ークの機会を提供する。その中で、悩みを共有

できる人脈づくりにも寄与している。 

生涯学習課 〇 〇     
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③ 市民及び関係団体の人材育成 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

企業従業者向け 

ゲートキーパー研修 

労働基準協会と連携し、ゲートキーパーの役割

をになう人の養成を行う。 
健康推進課 〇 〇     

市民向け 

ゲートキーパー研修 

市民を対象に、研修会・講演会・地域のサロン

での健康講座等を通し、ゲートキーパーの役割

をになう人の養成を行う。 

健康推進課 〇 〇 〇   

在宅看護職の会に

おける研修会 

在宅看護職を対象に、訪問活動における傾聴や

見守りができる人材の育成を行う。 
御調保健福祉センター 〇 〇 〇  

こころに寄り添う

聞き方講座 
傾聴ボランティアを養成する講座を開催する。 社会福祉協議会 〇 〇 〇   

ひきこもり 

サポーター・ 

みらいサポーター 

養成講座 

ひきこもりについて正しく理解し、身近で本人

や家族に寄り添う、地域のよき理解者となる「ひ

きこもりサポーター」と、ひきこもりの当事者

や家族が安心して自立に向けて歩んでいけるよ

う傾聴支援を行う「みらいサポーター」を養成

する講座を開催する。 

社会福祉課 

尾道市ひきこもり

支援ステーション

みらサポ 

〇 〇 〇 〇 

 

  



 

 
54 

 

（３）市民・企業等への周知啓発の充実 

① リーフレット・啓発ポスター等の作成と周知 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

「いのちを守る 

こころの健康標語」

の受賞作品の展示 

「いのちを守るこころの健康標語受賞作品」等

を各施設に展示。併せて、メンタルヘルスに関

するパンフレットを設置し、心の健康づくり及

び精神疾患についての普及啓発を行う。 

健康推進課 〇 〇 〇  

自殺予防週間・ 

自殺対策強化月間時の

普及啓発 

自殺予防週間・自殺対策強化月間をポスター・

広報おのみち等で普及啓発を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇 〇 

「こころや悩みごとの

相談窓口」 

リーフレットの 

作成・配付 

尾三圏域の相談窓口一覧のリーフレットを作成

し、配布する。  
尾三地域保健対策協議会 〇 〇 〇 〇 

自殺防止・ 

対応マニュアルの

作成 

大学教職員を対象に、学生の自殺予防・事後対

応等についてのマニュアルを作成し、周知を図

る。 

尾道市立大学 〇 〇     

尾道大橋の自殺防止

対策 

尾道大橋へ自殺予防の目的で、相談のできる連

絡先と心の健康づくりポスターの看板を設置す

る。（R2 年 3 月から） 

健康推進課 〇 〇 〇 〇 

 

 

② 市民・企業・民間団体等に向けた健康教育・講演会・イベント等の開催 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

健康教育・講演会の

実施 

地域サロンや地区健康まつり・高校等での健康

教育や講演会等を通し、睡眠・こころの健康づ

くり・精神疾患やひきこもりへの理解等、自殺

対策に関連する事柄に対しての普及啓発を行

う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇   

さわやか健康大学 

各地区で実施されているさわやか健康大学で、

睡眠や高齢者のうつ病、こころの健康づくり等

について正しい理解の普及啓発を行う。 

健康推進課 

公衆衛生推進協議会 

保健推進員連絡協議会 

  〇 〇   
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【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

元気はつらつ！！ 

健康づくりセミナー 

自殺対策強化月間に合わせて、ストレス対策や

こころの健康づくりの内容で、一般住民に対し

て健康教育を行う。 

御調保健福祉センター   〇 〇   

市民公開講座等 
市民を対象に、精神疾患やストレスに関する教

育的講座を実施する。 
医療機関 ○ ○ ○ ○ 

職域メンタルヘルス

対策情報交換会 

市内事業所のメンタルヘルス担当者を対象に、

職域でのメンタルヘルス対策についての講演や

情報交換を行う。 

健康推進課 

  
〇   

  

管理監督者に 

対する講習会 
ハラスメント等についての講習会を実施する。 職域   〇     

企業に対する 

メンタルヘルス対策に

関する説明会 

労働基準協会や建設業労働災害防止協会等の災

害防止団体が行う各種説明会・会議の他監督署

が行う説明会において、企業でのメンタルヘル

ス対策について普及啓発を行う。 

尾道労働基準監督署 

  

〇     

新入社員に 

対する講習会 

職場での様々な年齢層の人との関わり方のスキ

ルアップを目指し、コミュニケーションやセル

フケアについての講習会を実施する。 

職域   〇   
 

思春期相談事業 
思春期相談士が、各小学校・中学校・高校に出

向いて「命の大切さ」について授業を行う。 
医療機関 ○       

学生及び教職員に

対する研修会 

ストレス対処法及びパワーハラスメント、デー

トＤＶ等について研修会を実施する。 
尾道市立大学 〇 〇     

介護予防普及啓発

事業 

介護予防の地域における普及啓発を目的に、講

演会相談会の開催や活動を支援する。 
地域包括支援センター 

  
  〇  

 

 

③ メディアや ICT を活用した啓発活動 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

自殺予防週間・ 

自殺対策強化月間時の

普及啓発 

自殺予防週間・自殺対策強化月間に市のホーム

ページ・FM おのみち・市広報・尾道市公式 LINE

等で、こころの健康づくり・自殺予防等につい

て普及啓発を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇 〇 
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（４）一人ひとりが安心して生きることへの支援 

① こころの健康を保持するための支援 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

産婦健診 

産後 2 カ月までの産婦に対し、産後うつの早期

発見・予防のための健診を行う。支援が必要な

場合、医療機関と情報連携し、早めの訪問・支

援につなげる。 

健康推進課 

医療機関 
〇   

    

乳幼児家庭全戸訪問 

子育ての孤独・孤立化を防ぐために、生後 4 カ

月までの乳幼児のいる家庭を訪問し、不安や悩

みを聞き、子育て支援に関する情報提供を行う。

支援が必要な家庭には、関係機関と連携しなが

ら継続的な支援を行う。 

健康推進課 〇   

    

企業・行政へのメンタル

ヘルス・相談事業への 

講師・相談員の派遣 

企業や行政からの要望により、精神保健福祉士、

臨床心理士を派遣する。 
医療機関   〇 

    

過労死等防止の 

ための指導 

長時間労働が懸念される事業所に対し、過労死

等防止の指導を行う。 
尾道労働基準監督署   〇 

    

ストレスチェック

実施のための指導 

ストレスチェックを実施していない事業所に対

し、ストレスチェックの実施の指導・勧奨を行

う。 

尾道労働基準監督署   〇 
    

ストレスチェックの

実施等 

従業員を対象にストレスチェックを実施し、従

業員自らのストレスの気づきを促す。 

高ストレス者には、相談窓口を紹介し、早期相

談へつなげる。また、ストレスチェックの結果

を分析し、集団へのアプローチを行う。 

職域   〇 

    

過重労働の防止対策 

従業員に時間外労働時間上限値を周知する。ま

た、時間外労働時間上限値を超えた場合、必要

に応じて、心身の不調を早期発見するため、産

業医面談等を実施する。 

職域   〇 

    

「ノー残業デー」の

実施 

毎月「ノー残業デー」を定め実施する。また、

従業員への周知を図る。 
職域   〇 
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② 相談支援の実施 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

妊娠期から子育て期の 

相談 

妊娠届出時、保健師等看護職が妊娠・出産・子

育てに関わる面接・相談を行い、産前産後のメ

ンタルヘルスについての説明をする。その後、

必要な支援につなぐとともに、身近な相談先と

して、各地域の子育て世代包括支援センターぽ

かぽか☀を紹介して継続的な支援を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 

子育て支援課 

子育て世代包括支援 

センターぽかぽか☀ 

〇 〇     

ぽかぽか☀ 

おむつ定期便 

生後 2 か月から満 1 歳になるまでの赤ちゃん

のいる家庭に定期的に無償でおむつ等を配達

し、その際に育児の悩み事の相談を行う等、継

続的な見守りを行うことで、産後うつ等の早期

発見・予防を図る。 

子育て支援課 〇 〇   

子育て心理相談 公認心理師が子育てに関わる相談に応じる。 

健康推進課 

子育て支援課 

児童家庭支援センター 

まごころ 

〇 〇     

教育相談窓口 
不登校・いじめ・子育て等、様々な教育問題に

対して、電話やメール等で相談に応じる。 
教育指導課 〇 〇     

青少年相談活動 

子どもの非行・学業・感情・いじめの問題につ

いての相談に応じ、必要に応じて関係機関と連

携をとる。 

青少年センター 〇 〇     

高齢者権利擁護業務 

高齢者虐待や消費者被害の防止及び対応、判断

能力を欠く状況にある高齢者の権利擁護を行

う。 

高齢者福祉課 

地域包括支援センター 

因島福祉課 

    〇   

高齢者総合相談業務 

地域の高齢者が住みなれた地域で安心して生活

が継続できるよう、ニーズを把握し、適切な社

会資源やサービスにつなぐ支援を行う。 

また、介護離職防止についての相談に応じる。 

地域包括支援センター     〇   

認知症総合支援事業 

（認知症地域支援推進員） 

認知症地域支援推進員が、認知症の人に対して、

本人の意思が尊重され、できるだけ住み慣れた

地域で自分らしく暮らし続けるよう相談及び支

援を行う。 

地域包括支援センター     〇   

認知症高齢者 

見守り事業 

在宅で生活する認知症の人とその家族にやすら

ぎ支援員が訪問し、様子確認等を行う。 
社会福祉協議会 

    
〇 

  

地域における 

個別相談支援 

地域の様々な課題に対して、民生委員・児童委

員が、最も身近な立場で見守りや相談に応じる。 
民生委員児童委員協議会 〇 〇 〇 〇 

人権相談員による 

相談支援 

人権や生活向上に関する相談に応じ、助言指導

を行う。また、必要に応じて、関係機関と連携

する。 

人権男女共同参画課 〇 〇 〇   

障害者相談 
各種障害者手帳の保持者や障害福祉サービス利

用者等の相談・支援を行う。 

社会福祉課 

因島福祉課 
〇 〇 〇 〇 
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【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

障害者権利擁護業務 
障害者虐待の防止及び対応や成年後見について

の相談支援を行う。 

社会福祉課 

因島福祉課 
〇 〇 〇 〇 

障害者相談支援事業 

障害のある人、その保護者、介護者等からの相

談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護のため

の支援を行う。 

尾道市障害者サポート 

センターはな・はな 
〇 〇 〇 〇 

福祉まるごと相談 

分野をまたがる内容やどこに相談したらいいか

わからない相談をワンストップで受け止め、適

切な支援機関へのつなぎや個別ケース会議で役

割分担を行い、伴走支援を行う。 

社会福祉課 

社会福祉協議会 
〇 〇 〇 〇 

精神保健福祉相談 
精神科医師や保健師が、こころの健康やひきこ

もりについての相談に応じる。 
東部保健所 〇 〇 〇 〇 

保健師による相談 

保健師が電話・面接・訪問等により、身体やこ

ころの悩みに関する相談に応じる。また、ここ

ろの健康に関する相談先を定期的に広報や

LINE ホームぺージにて周知する。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇 〇 

こころの健康相談 
公認心理師や精神保健福祉士等が、こころの健

康やひきこもりについての相談に応じる。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇 〇 

こころの悩みごと

相談 

傾聴ボランティアコスモスがこころの悩みごと

相談に応じる。 

傾聴ボランティア

コスモス 

社会福祉協議会 

〇 〇 〇 〇 

ひきこもり相談 

ひきこもりに関することで悩んでいる本人やそ

の家族等、ひきこもりに関する相談に応じて、

様々な機関と連携しながら、一緒に考えていく。 

尾道市ひきこもり

支援ステーション

みらサポ 
○ ○ ○ ○ 

こころサポート事業 

精神科の治療中断者や未受診者・ひきこもりの

人等、生きづらさを抱えている人に対し、訪問

等を通して継続的な支援を行う。 

健康推進課 〇 〇 〇 〇 

女性相談 ＤＶ等の悩みを抱える女性の相談・支援を行う。 
社会福祉課 

因島福祉課 
〇 〇 〇 〇 

市民相談窓口 
市民の相談窓口として、悩みごとを傾聴し、然

るべき関係機関の案内を行う。 
秘書広報課 〇 〇 〇 〇 

患者（サポート） 

相談窓口 

患者サポート相談窓口を設置し、入院・通院中

の患者の相談に応じる。 
医療機関 〇 〇 〇 〇 

法律相談 
弁護士、司法書士が生活上の様々なトラブルに

対する法律相談に応じる。 

秘書広報課 

広島弁護士会 

広島司法書士会 

社会福祉協議会 

〇 〇 〇 〇 
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【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

警察安全相談 

ＤＶやストーカー・近隣トラブル等、生活の中

での困りごとの相談に応じる。また、自殺をほ

のめかす人を認知した場合、家族等に対して相

談窓口の周知や精神科受診の教示を行う。 

警察署 〇 〇 〇 〇 

従業員のメンタル

ヘルス相談窓口の

設置 

従業員のメンタルヘルス不調の未然防止及び早

期発見を目的に相談窓口を設置し、相談に応じ

る。 

職域 

医療機関 
 〇   

職業相談・職業紹介

の実施 

就職を希望している人と面談を行い、就職活動

に関する理解の促進、助言及び職業紹介を行う。 
尾道公共職業安定所 〇 〇 〇 〇 

就業支援専門員に

よる相談支援 

ひとり親家庭の親を対象に、生活の安定を目指

し、より条件の良い職に就くための相談・支援

を行う。 

子育て支援課   〇   〇 

復職支援の実施 

メンタル不調により、一定期間休んだ人がスム

ーズに復職できるよう、復帰支援計画を作成し、

主治医、産業医、カウンセラー等と連携をとり

ながら復職支援を行う。 

職域  〇   

キャリアコンサル

ティング事業 

仕事や就職に不安や悩みを持つ人に対し、就労

支援を行う。 

「尾道しごと館」全年齢対象（尾道市実施） 

商工課 〇 〇 〇 〇 

消費生活相談 

消費者被害の未然・拡大防止のため、消費生活

に関する情報提供・啓発及び消費生活センター

での相談体制の充実を図る。 

商工課 〇 〇 〇 〇 

自立相談支援事業 
生活の困りごとの相談に応じる。また、支援プ

ランを作成し、自立に向けた支援を行う。 

くらしサポート 

センター尾道 
〇 〇 〇 〇 

家計相談支援事業 
家計の状況と課題を把握し、家計管理ができる

ように支援を行う。 

くらしサポート 

センター尾道 
〇 〇 〇 〇 

福祉サービス利用

支援事業 

「かけはし」 

認知症や障害等により、福祉サービス利用を決

めることができない人や日常的な金銭管理が困

難な人を対象に支援を行う。 

社会福祉協議会 〇 〇 〇 〇 

生活保護相談 
生活保護の相談及び生活困窮に係る助言を行

う。 

社会福祉課 

因島福祉課 
      〇 

納付困難者の納付

相談 

病気、失業等の事情により、納付困難となった

納付者に対し、生活状況等を確認しながら納付

相談に応じる。 

収納課 〇 〇 〇 〇 
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③ 児童・生徒のＳＯＳの出し方に関する教育・支援の充実 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

ＳＯＳの出し方に

関する教育の実施 

SＯＳの出し方に関する教育として、特別活動

や体育科・保健体育科の授業において、生活上

の諸問題の解決、不安や悩み、ストレスへの対

処についての学習を行う。 

教育指導課 〇 〇     

いじめ・問題行動を

なくすための取組 

いじめ・問題行動の撲滅に向け、「尾道市いじめ

防止基本方針」に基づく、きめ細かな生徒指導

の充実や組織的な生徒指導体制の確立を図るた

めの取組を実施する。 

・いじめの問題を題材にした道徳や特別活動等

の授業を実施する。 

・年間 3 回以上児童生徒、保護者を対象とした

学校によるいじめ調査アンケートを実施し、

事後の取組を行う。 

・いじめを把握した際の学校及び教育委員会に

よる迅速な対応と解決に向けた取組を行う。 

教育指導課 〇 〇     

不登校減少への取組 

不登校の未然防止及び不登校児童生徒へのきめ

細やかな対応や組織的な指導体制の確立を図

る。 

・尾道市教育支援センターの充実を図る。 

・尾道市教育支援センター自然体験活動を実施

する。 

教育指導課 〇 〇     

「学校環境適応感

の測定（アセス）」と

活用の取組 

いじめ・問題行動をなくすため、児童生徒の学

校環境に対する適応状況を調査し、学級経営に

生かすとともに、不登校減少に向けた個々の児

童生徒へのきめ細かな対応を図る。 

教育指導課 〇 〇     

ヤングケアラー 

支援の取組 

ヤングケアラーの現状理解や情報提供を行い、

そういった場面に直面した時に関係機関が連

携・情報共有し、支援する体制の確立を図る。

また、児童・生徒に対して啓発チラシの配布を

行う。 

子育て支援課 〇 〇 〇 〇 

「いのちを守る 

こころの健康標語」

の募集 

市内中高生を対象に、「いのちを守るこころの健

康標語」を募集し、こころの健康づくりや自殺

予防等に対する普及啓発を行う。 

健康推進課 〇      

 

  

ヤングケアラーとは？ 

常識的な範囲を超えて、家事や家族の世話等を日常的に行っている子どものこと

です。明確な定義はないものの、家事や家族の世話によって子ども当人の心身に負

担がかかっている状態が問題視されています。 
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④ 居場所づくりの活動 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

子育てサロン 

地域のボランティアや子育て中の親子が集い、

季節の行事や手遊び・読み語り等を通じて、地

域での子育ての支援を行う。 

社会福祉協議会 

民生委員児童委員協議会 

保健推進員連絡協議会 

〇 〇      

子どもの居場所づくり

事業 

子どもを中心とした地域のつながる拠点とし

て、子ども食堂や学習支援事業に取り組む団体

と連携し、協働を図る。また、子ども食堂等の

開設及び運営にかかる費用の助成を行う。 

子育て支援課 

社会福祉協議会 
〇     〇  

さわやか健康大学 

さわやか健康大学の実施の支援により、地域で

自主的に健康づくりに取り組むことで、外出の

機会の創出及び社会とのつながりの希薄化を予

防し、孤独・孤立に陥らないような支援につな

げる。 

健康推進課 

公衆衛生推進協議会 

保健推進員連絡協議会 

 〇 〇  

ふれあいサロン 

住民ボランティアが主体となって高齢者の介護

予防や閉じこもり予防、住民主流の場として開

設を行う。 

高齢者福祉課 

社会福祉協議会 

民生委員児童委員協議会 

保健推進員連絡協議会 

〇 〇 〇  

シルバーリハビリ

体操事業 

シルバーリハビリ体操指導士の養成を通じて体

操の普及と住民主体の介護予防・地域づくりを

行う。 

高齢者福祉課 

地域包括支援センター 
    〇   

認知症カフェ 

認知症の人やその家族、地域住民、専門職等が

集い、日頃の悩みや病気について等、相談や情

報交換・交流を行う。 

高齢者福祉課 

地域包括支援センター 

社会福祉協議会 

民生委員児童委員協議会 

〇 〇 〇  

ハートステーション

なないろ 

精神・知的障害のある人の在宅支援、心に不安

を抱える人の居場所づくりを通して心の健康づ

くりの推進を行う。 

健康推進課 〇 〇 〇 〇 

地域活動支援センター

事業 

障害のある人に、創作的活動や生産活動の機会

の提供を行い、社会との交流の促進等の支援を

行う。 

地域生活支援センター 

るり 
〇 〇 〇 〇 

ソーシャルクラブ 

（因島・御調） 

在宅で療養している精神・知的障害のある人等

を対象に、調理等の生活機能訓練や町内に出か

けて地域の人との交流を図り、市民の理解を深

めるとともに、社会復帰の支援を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 
〇 〇 〇 〇 

酒を考える会 

アルコール依存症の人やその家族、飲酒問題に

関心のある人が集い、飲酒問題に関連した学習

及び当事者同士のつながりを強化し、依存症回

復への支援を行う。また、飲酒問題に関する相

談に応じる。 

御調保健福祉センター   〇 〇 〇 
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【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

ひきこもり家族の

つどい 

ひきこもりを心配する家族が集い、学習し、悩

みや不安を共有することで、精神的負担の軽減

を図る。 

東部保健所 〇 〇 〇 〇 

なごやかカフェ・ 

おのみち女子会 

「クローバー」 

社会的孤立、ひきこもり状態や過去にひきこも

りを経験した人を対象に、悩みの共有や情報交

換を行う参加型の居場所として、企画・運営を

行う。 

社会福祉協議会 〇 〇     
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⑤ 自殺未遂者への支援 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

いきるを支える 

（自殺未遂者等） 

相談支援事業 

自殺未遂者の相談を受け、関係機関との連携に

より支援を行う。 

尾三地域保健対策協議会 

東部保健所 
〇 〇 〇 〇 

自殺未遂者への支援 

（希死念慮のある患者

を含む） 

通報等により、自殺未遂事案を認知した場合、

消防や保健所等との連携をとり、必要時に保護

等の措置を図る。 

警察署 〇 〇 〇 〇 

自殺未遂者及び希死念慮のある者に対して、臨

床心理士等、院内多職種で介入する。また、必

要時に関係機関と連携し、精神的サポート・再

企図防止に努める。 

医療機関 〇 〇 〇 〇 

個別相談への対応 
保健師が希死念慮のある人や自殺未遂者の相談

に応じる。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 

東部保健所 

〇 〇 〇 〇 

 

 

⑥ 遺された人への支援 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

分かち合いの集い 
自死遺族が参加し、体験や感情等を分かち合え

る会合を定期的に運営する。 
ひだまりの会 〇 〇 〇 〇 

法律相談 
自死遺族を取り巻く様々な法律問題を電話やメ

ール等で相談に応じる。 
自死遺族支援弁護団 〇 〇 〇 〇 

個別相談への対応 
保健師が自死遺族の相談に応じる。また、自死

遺族の家族会等の情報提供を行う。 

健康推進課 

御調保健福祉センター 

東部保健所 

〇 〇 〇 〇  
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⑦ その他安心して生きることへの支援 

 

   
【重点施策】 

〇は関連する取組 

事業・取組名 取組内容 主な実施機関 

子
ど
も
・
若
者 

働
き
世
代 

高
齢
者 

生
活
困
窮
者 

小・中学生の 

リーダー性 、 

自己肯定感を育成する

事業 

地域と連携した地域貢献活動や中学校間の交流

や研修、体験活動を通して、自己肯定感を高め、

自主性・主体性を育てると同時に、小中学校に

おける児童会及び生徒会活動をより活発なもの

にするための取組を実施する。 

・地域貢献活動、異学年交流活動の推進 

・「中学校リーダー研修会」の実施 

・中学校区における小学校児童会と中学校生徒

会の交流の実施 

教育指導課 〇       

学習支援事業 

ひとり親家庭や生活困窮家庭の小学校4年生か

ら中学校 3 年生までの児童・生徒に対して、学

習支援を行う。 

子育て支援課 

社会福祉課  

因島福祉課 

〇     〇 

弁護士派遣事業 

（広島県事業） 

自死ハイリスク者に関わる支援関係者により、

開催されるケア会議に弁護士を無料で派遣し、

本人が抱えている様々な問題について法的等ア

ドバイスを行う。 

広島弁護士会 〇 〇 〇 〇 

住居確保給付金の

支給 

離職で住居を失った人、失う恐れの高い人に対

し、就職に向けた活動をする等を条件に一定期

間家賃相当額を支給する。 

社会福祉課 

くらしサポート 

センター尾道 

     〇 

市営住宅家賃の 

減免等 

市営住宅入居者から生活に困窮している状況を

確認した場合は、家賃の減免のほか、必要に応

じて他の相談窓口につなぐ。 

まちづくり推進課       〇 

生活困窮者特別支援

事業「きりふだ」 

自立への意欲があるにもかかわらず、環境や物

品が揃っていないがゆえに、自立に向けた就労

活動や家計改善、生活改善等が困難になってい

る方を対象に、無償で一時的な事業で支える。 

・緊急食糧等一時支援事業 

・（生活用品）リサイクル事業 

・フードバンク事業 

・代用品レンタル事業 

社会福祉協議会 

くらしサポート 

センター尾道 

  

    

〇 

コロナ特例貸付 

フォローアップ事業

（R5 年度から） 

新型コロナウイルス感染症の影響の伴う、生活

福祉資金（コロナ特例貸付）を利用した方を対

象に、その後の生活をフォローアップする目的

で、現在もなお生活にお困りの方の状況を把握

し、必要なきめ細やかな支援（電話相談、訪問、

面談等）を実施する。 

コロナ特例貸付フォロー

アップセンター 
   〇 

 

  


